















医療を提供すること」を目的として設立されました。平成 18 年 6
























泰 1）、松原　宗一郎 1）、平原　智雄 1）、藤本　健二 1）、









































群馬県内に徐々に広まり、平成 23 年度に県内共通化された。12 の計画






解析され、平成 23、24、25 年度の実績は 761 名、858 名、873 名であった。
【パス改訂作業】平成 21 年度にバリアンスシート、平成 22 年度にオー
バービュー、看護師の記載する連携シート、同意書を改訂してきた。平
成 25 年度は医師・看護師・薬剤師・リハビリ技師・MSW・連携事務各
















一 1）、佐久間　克彦 1）、本多　一宏 1）、宮本　和彦 1）、
　岡田　二郎 1）、林田　洋一 1）、岡村　直樹 2）、細川　浩 2）、
　城下　卓也 2）、岡野　博史 3）
【はじめに】当院整形外科では、知識・見識・診療能力ともに優れ
た整形外科専門医の育成と整形外科以外の医師にも整形外科の診療
能力を習得させる人材育成を目指している。
【背景】平成 10 年の新病院オープンに伴い、整形外科の患者数が増
加し、医師の充足が必要となった。しかし、当県内には大学病院が
一つしかなく、大学医局の入局者数によって派遣医師数が左右され
るという実情があった。そこで、大学人事に左右されない人材育成
を検討した。
【対策】まず始めに、当院で整形外科以外に在籍している整形外科
医の知識向上を図った。次に、国内各地から集まったどの医局にも
属さない医師が、診療科の枠を越え豊富な症例を経験できる体制を
整え、整形外科の診療能力も兼ね備えた総合医として育てることと
した。そして、キャリアアップの一環として整形外科専門医を目指
す道を提示してきた。さらに、院外研修や国内外留学、災害時の救
護活動や国際救援事業などにも積極的に参加させ、個々のスキル
アップを図りながら、国内外の専門医との人脈形成にも力を入れた。
【今後】整形外科専門医だけでなく、麻酔科、内科、救急など整形
外科以外の専門医等資格を有し、総合医として幅広い診療能力を持
つ整形外科医を育成したいと考えている。また、現在検討中である
新専門医制度導入への対応も引き続き行っていく予定である。そし
て、将来的には赤十字グループ間で積極的に人事交流や情報交換が
できる基盤を作り、当院のみならず赤十字病院全体でスペシャリ
ティを目指す整形外科医の育成を行っていきたいと考えている。
